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Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
今
春
、
自
動
運
転
導
入
に
向
け
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
当
初

は
運
輸
車
両
部
だ
け
で
し
た
が
、
信
号
、
電
気
、
シ

ス
テ
ム
な
ど
幅
広
い
部
門
に
わ
た
る
社
内
横
断
的
な

体
制
を
整
え
、
本
格
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
乗
務
手
当
廃
止
や
乗
務
員
へ
の
徹
底
し
た
労
働

強
化
を
進
め
、鉄
道
の
安
全
を
破
壊
す
る
攻
撃
で
す
。

　
鉄
道
の
安
全
と
労
働
条
件
を
破
壊

　

高
架
や
地
下
で
な
く
、
一
般
的
な
鉄
道
路
線
で
の

自
動
運
転
導
入
は
世
界
初
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、障
害
物
が
線
路
に
落
ち
て
い
る
場
合
や
、

乗
務
員
が
走
行
中
の
音
で
異
常
を
発
見
す
る
よ
う
な

場
合
の
対
応
も
必
要
で
す
。
無
人
化
で
乗
客
が
不
安

　
乗
務
手
当
廃
止
と
大
合
理
化
と
一
体

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
自
動
運
転
の
検
討
を
始
め
た
背
景

に
は
、
大
量
退
職
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
山
手
線
で
自
動
ブ
レ
ー
キ
が
導
入
さ
れ
、

今
年
か
ら
は
車
両
の
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
で
運
転
中

に
線
路
や
架
線
の
状
況
を
調
べ
ら
れ
る
新
型
車
両
Ｅ

２
３
５
系
が
本
格
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
保
守
点
検
部

門
の
大
幅
な
人
員
削
減
と
一
体
の
攻
撃
で
す
。

　

自
動
運
転
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
同
じ
攻
撃
が
乗
務

員
に
も
襲
い
か
か
り
ま
す
。
徹
底
的
に
乗
務
員
を
削

減
し
た
上
で
、
今
ま
で
以
上
の
労
働
強
化
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
「
去
る
も

地
獄
、
残
る
も
地
獄
」
の
現
実
で
す
。

　

こ
れ
は
、
乗
務
手
当
廃
止
と
一
体
の
攻
撃
で
も
あ

り
ま
す
。
会
社
の
手
当
廃
止
の
口
実
は
、「
技
術
的

に
無
人
運
転
も
可
能
な
の
に
乗
務
員
に
特
別
に
手
当

を
払
う
理
由
が
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
自
動
運

転
導
入
が
本
格
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
乗
務

手
当
廃
止
も
狙
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

多
く
の
乗
客
を
乗
せ
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
。
一
つ
の

ミ
ス
で
大
変
な
事
故
に
な
り
か
ね
な
い
重
い
責
任
。

早
朝
か
ら
深
夜
に
及
ぶ
不
規
則
な
勤
務
。
乗
務
員
は

身
体
を
酷
使
し
な
が
ら
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

会
社
は
そ
の
乗
務
員
の
仕
事
を
あ
ま
り
に
軽
視
し

て
い
ま
す
。乗
務
手
当
廃
止
は
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

あ
ら
ゆ
る
職
場
か
ら
絶
対
反
対
の
声
を
あ
げ
よ
う
。

に
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

15
年
４
月
の
山

手
線
電
化
柱
倒
壊

で
は
別
の
線
路
を

走
る
運
転
士
が
異

常
を
発
見
し
、
間

一
髪
で
衝
突
事
故

を
免
れ
ま
し
た
。

　

無
人
運
転
だ
っ

た
な
ら
、
大
事
故

に
な
っ
て
い
た
の

で
す
。

Ｊ Ｒ
東日本鉄道の自動運転に着手
今春プロジェクトチーム設置し本格推進へ


